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新
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
昨
年
９
月

の
結
成
60
周
年
記

念
大
会
と
第
51
回
県
研
修
・
親
睦
会
「
盛

岡
大
会
」
の
開
催
に
は
、県
内
各
地
か
ら

１
９
０
名
を
超
え
る
会
員
が
参
集
し
、
会

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

60
周
年
記
念
誌
の
発
刊
や
、
盛
岡
市
立

仙
北
中
学
校
合
唱
部
と
山
岸
小
学
校
合
唱

ク
ラ
ブ
の
心
に
し
み
る
合
唱
、
感
謝
状
贈

呈
や
第
46
代
南
部
家
当
主
南
部
利
文
氏
に

よ
る
記
念
講
演
会
な
ど
の
記
念
式
典
、
大

宮
さ
ん
さ
踊
り
の
祝
舞
に
よ
る
記
念
祝
賀

会
（
懇
親
会
）
、
盛
岡
市
先
人
記
念
館
な

ど
の
５
施
設
の
見
学
研
修
は
、
盛
岡
地
区

会
を
挙
げ
て
の
大
会
で
し
た
。
改
め
て
、

全
会
員
の
皆
様
を
初
め
、
大
会
役
員
、
盛

岡
地
区
会
班
長
の
皆
様
に
も
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
周
年
行
事
を
終
え
た
今
、
今
後

の
10
年
を
遂
行
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
あ

れ
ば
よ
い
か
を
考
え
る
時
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
少
子
化
に
伴
い
学
校
の
統
廃

合
に
よ
る
校
長
の
減
少
、
高
齢
会
員
の
ご

逝
去
等
の
増
加
に
よ
り
、
会
員
の
減
少
に

伴
い
会
費
も
減
少
し
、
予
算
不
足
が
現
実

化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
令
和
8
年
度
は
、
本
部
や
各

地
区
会
の
活
動
の
様
子
を
出
来
る
だ
け
早

く
お
伝
え
す
る
た
め
、
岩
手
県
公
立
学
校

退
職
校
長
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
デ

ジ
タ
ル
担
当
者
を
会
全
体
の
ま
と
め
を
し

て
い
る
総
務
部
に
位
置
付
け
、
そ
れ
に
伴

い
、
現
在
4
回
発
行
し
て
い
る
「
退
職
校

長
会
だ
よ
り
」
を
3
回
に
変
更
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
研
修
、
親
睦
、
社
会
貢
献
」
を
合
い

言
葉
に
70
年
80
年
と
退
職
校
長
会
を
継
続

し
て
行
く
た
め
に
、
「
退
職
校
長
会
だ
よ

り
」
の
発
行
回
数
を
減
ら
し
た
り
、
「
県

研
修
・
親
睦
会
」
「
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
」
の

在
り
方
を
検
討
し
た
り
、
理
事
会
や
常
任

理
事
会
の
会
議
や
事
務
局
長
会
議
の
会
場

を
見
直
し
た
り
し
、
支
出
を
抑
制
す
る
こ

と
に
よ
り
「
年
会
費
」
を
変
更
し
な
い

で
、
事
業
を
遂
行
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
岩
手

県
公
立
学
校
退
職
校
長
会
が
発
展
し
ま
す

よ
う
に
、
ご
助
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

新
年
の
抱
負

新
年
の
抱
負

 
今
後
の

今
後
の
1010
年
を
見
据
え
て

年
を
見
据
え
て

会
長　
会
長　

吉　
川　
健　
次

吉　
川　
健　
次

　

標
記
大
会
が
、
去
る
10
月
９
日
（
木
）

〜
10
日
（
金
）
の
二
日
間
、
山
形
市
の
山

形
国
際
ホ
テ
ル
で
約
80
名
が
集
ま
り
開
催

さ
れ
た
。
協
議
題
「
充
実
し
た
生
き
方
や

地
域
の
教
育
・
文
化
の
向
上
に
資
す
る
活

動
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
」
の
も
と
、
東

北
各
県
の
情
報
を
交
流
し
合
い
、
持
続
可

能
な
活
動
の
在
り
方
を
確
認
し
た
。
本
県

か
ら
は
、
吉
川
会
長
、
篠
田
研
修
部
長
、

舘
澤
事
務
局
長
と
熊
谷
総
務
部
長
の
４
名

が
参
加
し
た
。

Ⅰ　
理
事
会

　

開
催
県
で
あ
る
山
形
県
の
鈴
木
弘
康
会

長
を
議
長
に
、
役
員
人
事
、
三
県
か
ら
の

提
出
案
件
、
次
年
度
の
開
催
県
及
び
協
議

題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
こ
の
中
で
、

青
森
県
の
今
年
度
末
で
の
脱
退
報
告
が

あ
っ
た
。

Ⅱ　
大
会

︽
講
話
︾

　

全
連
退
常
任
理
事
の
三
上
裕
三
氏
か
ら

ご
講
話
を
伺
っ
た
。

《
話
題
提
供
》

　

秋
田
県
と
青
森
県
の
二
県
か
ら
の
発
表
。

　

秋
田
県
か
ら
は
、
「
自
然
の
中
で
育
つ

子
ど
も
た
ち
」
と
い
う
発
表
題
で
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
心
を
育
む
に
は
自
然
体
験

が
大
切
と
の
信
念
の
も
と
、
20
年
以
上
に

亘
っ
て
実
践
し
て
き
た
自
然
体
験
活
動
の

報
告
。

　

青
森
県
か
ら
は
、
「
教
育
の
日
」
の
取

組
に
つ
い
て
の
発
表
。
昨
年
度
の
大
会

で
、
小
・
中
・
高
校
生
七
名
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
好
評
だ
っ
た
の

で
、
今
後
も
子
ど
も
の
未
来
を
切
り
拓
い

て
い
く
姿
を
支
援
し
、
共
に
歩
ん
で
い
き

た
い
と
い
う
内
容
の
報
告
。

《
理
事
会
報
告
︾

　

令
和
７･

８
年
度
の
役
員
人
事
や
、
令

和
８
年
度
大
会
の
開
催
県
は
秋
田
県
で
一

日
開
催
に
な
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

　

な
お
、
青
森
県
が
退
会
す
る
こ
と
を
受

け
て
「
東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会
会

則
」
の
改
正
が
必
要
と
な
り
、
今
後
各
県

会
長
と
検
討
す
る
と
い
う
話
も
報
告
さ
れ

た
。

Ⅲ　
懇
親
親
睦
会

　

約
60
名
が
参
加
し
て
開
催
。
山
形
を
代

表
す
る
銘
酒
14
銘
柄
の
提
供
も
あ
り
、
和

や
か
で
盛
り
上
が
っ
た
会
と
な
っ
た
。

所
感

　

青
森
県
退
職
校
長
会
が
今
年
度
末
で
退

会
す
る
と
い
う
残
念
な
ニ
ュ
ー
ス
に
驚
く
。

　

開
催
県
の
鈴
木
弘
康
会
長
か
ら
「
協
議

会
の
半
世
紀
に
わ
た
る
歴
史
は
重
く
、
次

の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち

の
使
命
だ
」
と
の
言
葉
が
心
に
響
い
た
。

（
総
務
部
長　

熊
谷
幸
一
）

第第
5151
回
東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会

回
東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会

「
山
形
大
会
」
参
加
報
告

「
山
形
大
会
」
参
加
報
告
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本
年
度
の
現
職
・
退
職
校
長
会
教
育
懇
談

会
は
、
県
小
学
校
長
会
20
名
、
県
中
学
校
長

会
20
名
、
退
職
校
長
会
24
名
の
計
64
名
が
参

加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会

も
50
名
も
の
多
く
の
方
々
の
参
加
を
得
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
は
、
盛
岡
地

区
以
外
の
地
区
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
本
会

の
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

挨　
拶
（
要
旨
）

《
退
職
校
長
会
吉
川
会
長
》　　

　

一
昨
年
度
ま
で
は
、
現
職
校
長
よ
り
話
題

提
供
を
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
退
職
後
の
生

活
設
計
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
昨
年

度
は
、
退
職
校
長
会
会
員
か
ら
退
職
後
の
働

き
方
、
生
き
方
、
過
ご
し
方
を
現
職
の
皆
さ

ん
へ
お
伝
え
し
た
。
今
年
度
も
お
二
人
の
退

職
校
長
に
話
題
提
供
を
お
願
い
し
た
。
現
職

の
校
長
先
生
方
に
は
、
退
職
後
の
生
活
の
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

《
県
中
学
校
長
会
会
長
照
井
英
輝
氏
》

　

日
頃
の
ご
指
導
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
60
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
現

在
学
校
は
、
不
登
校
を
は
じ
め
多
く
の
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は

『
熊
』
の
出
没
に
よ
る
危
機
管
理
が
問
わ
れ
、

さ
ら
に
先
日
の
地
震
後
の
『
後
発
地
震
注
意

情
報
』
に
よ
り
、対
応
に
苦
心
し
て
い
ま
す
。

退
職
後
の
イ
メ
ー
ジ
が
全
く
持
て
な
い
中
、

今
日
の
お
話
が
今
後
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

話
題
提
供
（
進
行　
熊
谷
幸
一
総
務
部
長
）

《
話
題
提
供
１
》　

テ
ー
マ「
今
で
き
る
こ
と
を　
で
き
る
限
り
」

（
元
盛
岡
市
立
本
宮
小
学
校
長
）

盛
岡
市
立
城
北
小
学
校
教
諭　
加
藤　
良
氏

校
長
時
代
は
、
台
風
直
撃
被
害
か
ら
学
校

を
再
開
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
の
苦
労
や
児
童

の
悲
し
い
出
来
事
へ
の
対
応
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
対
応
と
学
校
運
営
な
ど
大
変
な
出
来
事
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
経
験
が
大
き
な
財
産

と
な
っ
た
。

　

退
職
後
は
、
自
分
の
力
を
生
か
せ
る
と
こ

ろ
で
働
き
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
自
分
一

人
だ
け
だ
っ
た
が
教
諭
の
フ
ル
タ
イ
ム
を
お

願
い
し
た
。
理
科
専
科
と
な
り
、
赴
任
後
最

初
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
理
科
室
の
整
備
で

あ
っ
た
。

17
年
ぶ
り
に
行
う
理
科
の
指
導
で
は
、
学

習
内
容
や
実
験
器
具
、
教
科
書
の
内
容
、
デ

ジ
タ
ル
教
材
の
活
用
な
ど
大
き
く
変
化
し
て

い
た
。

　

授
業
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
理
科
に
興
味

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
自
分
で
取
っ

て
き
た
生
き
物
や
標
本
を
、
理
科
室
に
展
示

し
見
た
り
、
触
れ

た
り
で
き
る
よ
う

に
す
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
が
出
来

る
だ
け
本
物
に
触

れ
る
機
会
を
作
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と

が
出
来
る
た
め
に

は
、
や
は
り
健
康

管
理
が
大
切
で
あ

り
、
規
則
正
し
い
日
常
生
活
を
お
く
る
こ
と

な
ど
い
ろ
い
ろ
と
気
を
付
け
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
れ
た
の
は
、
健
康

と
と
も
に
、
先
ず
は
自
分
が
楽
し
む
こ
と
や

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

き
た
こ
と
が
要
因
だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
後

も
理
科
専
科
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
。

　

来
年
役
職
定
年
後
、
現
場
に
入
ろ
う
と
考

え
て
お
ら
れ
る
方
は
、
自
分
の
守
備
範
囲
で

で
き
る
と
こ
ろ
を
や
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

＝
＝
＝
全
て
は
子
ど
も
の
た
め
に
実
践
し

て
い
る
と
い
う
お
話
を
伺
い
、
先
生
の
子
ど

も
を
思
う
授
業
づ
く
り
に
頭
が
下
が
っ
た
。

《
話
題
提
供
２
》　

テ
ー
マ
「
高
齢
者
の
一
日
の
暮
ら
し
」　

退
職
校
長
会
研
修
部
長　
篠
田
宜
道
氏

　

遊
び
の
話
、
ひ
い
て
は
自
分
の
居
場
所
探

し
を
ど
の
よ
う
に
し
て
た
か
と
い
う
話
を
し

ま
す
。

　

退
職
後
に
は
3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
、

第
1
の
段
階
が
「
ホ
ッ
プ
」
で
、
第
2
の
仕

事
を
す
る
段
階
。
第
2
の
段
階
は
「
ス
テ
ッ

プ
」
で
主
役
が
自
分
で
あ
る
こ
と
。
第
3
の

段
階
が
「
ジ
ャ
ン
プ
」
で
あ
り
、
ど
の
人
も

や
っ
て
く
る
介
護
の
世
界
が
あ
る
こ
と
。

　

今
日
は
、
こ
の
う
ち
第
2
の
段
階
を
い
か

に
う
ま
く
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
す
る
か

と
い
う
お
話
で
す
。

　

退
職
後
は
、
未
知
の
場
所
に
は
何
か
が
あ

る
と
憧
れ
、全
国
を
旅
し
た
い
と
考
え
た
が
、

た
だ
旅
を
す
る
の
で
は
な
く
、
趣
味
で
も
あ

る
登
山
を
し
、
全
国
47
都
道
府
県
の
最
高
峰

に
登
ろ
う
と
取
り
組
ん
だ
。
日
本
の
山
は
、

た
だ
歩
け
ば
着
き
ま
す
。
お
よ
そ
、
10
年
ぐ

ら
い
で
達
成
で
き
ま
し
た
。

　

＝
＝
＝
登
山
に
纏
る
お
話
を
伺
い
、
併
せ

て
そ
の
時
々
の
山
の
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ

い
た
き
、
そ
の
美
し
さ
に
魅
入
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

先
輩
の
教
え
で
、
ボ
ケ
防
止
の
た
め
旅
の

記
録
を
取
る
よ
う
に
し
、
こ
の
中
で
、
野
山

の
よ
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
は
、
仲
間
と
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
仲
間
が
お
り
、
山
登
り

や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
日
帰
り
旅

行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
振
り
返
る
と
、

好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
み
る
、
そ
し
て
、
仲

間
が
い
る
、
そ
れ
が
居
場
所
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
仲
間

と
の
語
り
合
い
は

何
よ
り
も
前
向
き

に
な
れ
る
。
仲
間

は
私
の
宝
物
で
す
。

　

み
な
さ
ん
に

は
、
家
か
ら
出
て

人
と
関
わ
る
こ
と

を
意
識
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

＝
＝
＝
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
の
大
切
さ

を
優
し
い
語
り
口
で
私
た
ち
の
心
に
届
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
お
話
は
、
現
職
の
み
な
ら
ず
、

退
職
し
た
者
に
と
っ
て
も
大
変
心
に
響
く
も

の
で
あ
っ
た
。

懇
親
会

　

懇
談
会
終
了
後
は
、

現
職
校
長
、
退
職
校

長
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
懇
親
会
が
行

わ
れ
た
。ど
こ
の
テ
ー

ブ
ル
も
話
は
尽
き
る

こ
と
な
く
、
会
場
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
笑

い
声
や
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
の
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
た
。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度 

第第
5353
回回

現
職・退
職
両
校
長
会
教
育
懇
談
会・懇
親
会

現
職・退
職
両
校
長
会
教
育
懇
談
会・懇
親
会

　
　
・
期
日　
令
和
７
年

　
　
・
期
日　
令
和
７
年
1212
月月
1010
日（
水
）　
日（
水
）　
・
会
場　
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡

・
会
場　
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡

「今できることを できる限り」と題し
てお話される加藤良氏

「仲間の大切さ」をお話しする篠田宜
道氏和やかに進められた懇親会



令和８年１月１日 第204号 （4）退 職 校 長 会 だ よ り

《
祝
辞
》（
要
旨
）

県
教
育
委
員
会
教
育
局
長　
松
村
達
様

　
本
県
の
教
育
は
、
ど
の
よ
う
な
時
代
に

あ
っ
て
も
、
岩
手
の
子
供
た
ち
一
人
一
人

の
夢
の
実
現
を
支
え
、
未
来
の
創
り
手
と

し
て
育
ん
で
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
先
生
方
が
指
導
力
を
高
め
、
自

信
と
誇
り
を
も
っ
て
教
師
と
い
う
仕
事
の

魅
力
を
実
感
で
き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
ご

尽
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

盛
岡
市
長　
内
舘
茂
様

　
い
ま
教
育
は
変
革
の
時
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
先
人
に
よ
っ
て
培

わ
れ
た
伝
統
・
文
化
を
学
び
新
た
な
時
代

に
求
め
ら
れ
る
資
質
を
育
成
す
る
こ
と

は
、
本
市
の
先
人
教
育
と
も
共
通
し
、
大

変
意
義
深
い
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
40
年
に
結
成
し
、
今
年
度
記
念
す

べ
き
60
周
年
の
佳
節
を
迎
え
た
第
51
回
県

研
修
・
親
睦
会
「
盛
岡
大
会
」
が
、
９
月

18
日
・
19
日
の
両
日
、
会
員
185
人
が
参
加

し
、
盛
岡
つ
な
ぎ
温
泉
「
ホ
テ
ル
紫
苑
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
顧
み
、
本
会
の
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
先
達
と
ご
支
援
を
賜
っ

た
関
係
各
位
に
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
、
あ
わ
せ
て
今
後
の
更
な
る
発
展
・
充

実
の
た
め
鋭
意
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
合

う
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
大
会
開
催
に
合
わ
せ
、
60
周
年
記
念

誌
を
刊
行
し
、
県
内
全
会
員
及
び
関
係
機

関
各
位
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
。

    

開
会
行
事
（
記
念
式
典
）

開
会
行
事
（
記
念
式
典
）

　
開
会
行
事
（
記
念
式
典
）
は
、
岩
手
県

教
育
委
員
会
教
育
局
長
松
村
達
様
（
教
育

長
代
理
）
、
盛
岡
市
長
内
舘
茂
様
、
同
市

教
育
長
多
田
英
史
様
を
は
じ
め
、
９
名
の

ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
挨
拶
》（
要
旨
）
吉
川
健
次
実
行
委
員
長

　
本
大
会
は
、
昭
和
40
年
に
結
成
し
、
今

年
で
60
年
目
に
当
た
る
記
念
す
べ
き
大
会

で
あ
り
、
年
１
回
の
貴
重
な
研
修
・
親
睦

会
と
併
せ
た
大
会
で
す
。
本
会
の
合
言
葉

で
あ
る
「
研
修
・
親
睦
・
社
会
貢
献
」
を

と
お
し
て
会
員
の
「
生
き
が
い
」
の
創
生

を
願
っ
て
毎
年
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た

関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

《
感
謝
状
及
び
記
念
品
贈
呈
》

　
長
年
に
わ
た
り
本
会
の
発
展
に
ご
功
績

の
あ
っ
た
顧
問
佐
瀬
壽
朗
様
（
元
会
長
）

同
木
村
幸
治
様
（
前
会
長
）
、
ま
た
今
期

退
任
さ
れ
た
千
葉
勝
也
様
（
前
気
仙
地
区

会
長
）
、
松
村
仁
様
（
前
気
仙
地
区
会
事

務
局
長
）
の
４
名
の
皆
様
に
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
代
表
し
て
千
葉
勝
也

様
よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

    

研
修
会

研
修
会

１　
鎮
魂
の
歌

　
当
日
の
ご
来
賓
で
会
員
の
太
田
代
政
男

様
の
指
揮
、
同
じ
く
会
員
の
佐
々
木
裕
様

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
思
い
を
一
つ
に
し
ま
し

た
。
太
田
代
様
か
ら
は
、
当
時
、
陸
前
高

田
市
の
３
校
統
合
の
新
校
歌
練
習
会
直
前

に
起
こ
っ
た
大
震
災
の
様
子
や
ご
尽
力
く

だ
さ
っ
た
故
伊
藤
教
育
長
様
の
お
姿
等
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

２　
児
童
・
生
徒
の
発
表

令
和
７
年
度
岩
手
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

令
和
７
年
度
岩
手
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

結
成
結
成
6060
周
年
記
念
大
会

周
年
記
念
大
会 

第第
5151
回
県
研
修・親
睦
会「
盛
岡
大
会
」

回
県
研
修・親
睦
会「
盛
岡
大
会
」

大
会
テ
ー
マ「
明
日
に
向
か
っ
て
豊
か
に
生
き
る
〜
先
人
を
た
ず
ね
て
〜
」

大
会
テ
ー
マ「
明
日
に
向
か
っ
て
豊
か
に
生
き
る
〜
先
人
を
た
ず
ね
て
〜
」

挨拶する吉川健次実行委員長

祝辞を述べる松村達様

祝辞を述べる内舘茂様

盛岡市立山岸小学校合唱クラブ 盛岡市立仙北中学校合唱部

令和７年度第77回全日本合唱コン
クール県大会金賞、同じく第92回Ｎ
ＨＫ全国音楽コンクール県大会金賞・
同東北ブロック銀賞の実力を素敵な
笑顔で伝えてくれました。

令和７年度第77回全日本合唱コン
クール県大会金賞・同東北支部大会
銀賞、同じく第92回ＮＨＫ全国音楽
コンクール県大会銀賞の実力を優し
い歌声で届けてくれました。

ＱＲコードから大会記録
写真を閲覧できます。



令和８年１月１日 第204号（5） 退 職 校 長 会 だ よ り

３　
記
念
講
演
会（
要
旨
）

演
題
「
藩
校
に
学
ぶ
人
づ
く
り
の
精
神
」

演
題
「
藩
校
に
学
ぶ
人
づ
く
り
の
精
神
」

講
師
　
第

講
師
　
第
4646
代
南
部
家
当
主

代
南
部
家
当
主

　
　
　
南
部
利
文
様

　
　
　
南
部
利
文
様

（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
名
誉
館
長
）

（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
名
誉
館
長
）

　
南
部
氏
は
鎌
倉

幕
府
草
創
期
に
清

和
源
氏
加
賀
美
遠

光
の
第
三
子
・
光

行
を
祖
と
し
て
成

立
し
た
武
士
団

で
、
甲
斐
国
南
部
郷
、
現
在
の
山
梨
県
南

巨
摩
郡
南
部
町
を
拠
点
と
し
た
た
め
「
南

部
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
一
族
で

す
。
家
伝
で
は
鎌
倉
時
代
に
軍
功
に
よ
っ

て
陸
奥
国
糠
部
郡
、
現
在
の
岩
手
県
北
部

か
ら
青
森
県
東
部
一
帯
を
治
め
る
こ
と
を

認
め
ら
れ
、
一
戸
〜
九
戸
の
地
に
一
族
が

広
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
の
三
戸
南
部
家
が
、
の
ち
に
盛
岡
城
を

築
き
盛
岡
藩
主
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
盛

岡
南
部
家
」
が
成
立
し
ま
す
。

　
画
像
の
人
物
は
26
代
南
部
家
当
主
、
初

代
盛
岡
藩
主
と
な
る
南
部
信
直
で
す
。
信

直
が
生
き
た
時
代
は
ま
さ
に
戦
国
乱
世
。

天
正
10
年
に
豊
臣
秀

吉
が
明
智
光
秀
を
討

ち
、
織
田
信
長
の
後

継
者
と
し
て
「
天
下

統
一
」
に
向
け
た
動

き
を
加
速
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
南
部
信
直

が
家
督
を
継
い
だ
の

は
何
と
こ
の
天
正
10
年
。
家
督
を
継
い
で

す
ぐ
に
こ
の
大
き
な
問
題
に
直
面
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
三
戸
南
部
家
は

依
然
周
囲
に
勢
力
を
争
う
大
名
や
領
主
た

ち
が
お
り
、
家
督
継
承
直
後
の
不
安
定
な

立
場
の
中
で
、
内
外
の
反
対
勢
力
と
対
抗

し
て
い
く
た
め
に
も
、
信
直
は
積
極
的
に

「
天
下
人
」
で
あ
る
豊
臣
秀
吉
と
の
結
び

つ
き
を
選
択
し
ま
す
。

　
南
部
家
は
徳
川
家
と
の
関
係
構
築
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
徳
川
政
権
下
で
も
円

滑
な
滑
り
出
し
を
見
せ
ま
す
。
盛
岡
藩

は
、
北
は
現
在
の
青
森
県
下
北
半
島
か

ら
、
南
は
岩
手
県
北
上
市
ま
で
、
一
部
秋

田
県
の
鹿
角
市
を
含
ん
だ
地
域
に
な
り
ま

す
が
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
こ
の
領
域
は

変
わ
る
こ
と
な
く
、
盛
岡
南
部
家
が
治
め

ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
盛
岡
藩
を
治
め
た

南
部
家
の
当
主
は
16
人
。
豊
臣
秀
吉
と
の

間
を
前
田
利
家
が
取
り
次
い
だ
関
係
で
27

代
・
２
代
盛
岡
藩
主
南
部
利
直
は
前
田
利

家
を
烏
帽
子
親
と
し
て
元
服
し
、
「
利
」

の
字
を
拝
領
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
８
代
藩
主
利
視
の
時
に
、
改
め
て
前
田

家
と
南
部
家
の
関
係
が
見
直
さ
れ
、
正
式

に
「
利
」
の
字
の
使
用
許
可
を
も
ら
い
、

９
代
藩
主
利
雄
は
前
田
家
の
姫
を
正
室
と

し
て
迎
え
て
い
ま
す
。
盛
岡
南
部
家
の
当

主
の
名
に
「
利
」
の
字
が
多
い
の
は
こ
れ

が
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
を

通
じ
後
継
者
問
題
、
災
害
、
飢
饉
、
財
政

問
題
な
ど
様
々
な
危
機
が
あ
り
ま
し
た

が
、
幕
末
、
そ
し
て
明
治
へ
と
激
動
の
時

代
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

（
中
略
）

（
中
略
）

　
そ
れ
で
は
盛
岡
藩
の
教
育
体
制
は
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
盛
岡
藩
に
は
、
古
く
か
ら
藩
士
教
育
の

た
め
の
稽
古
場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
創
立
年
代
は
は
っ
き
り
と
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
５
代
藩
主
行
信
が
内
丸
に

あ
っ
た
藩
主
の
居
邸
で
あ
っ
た
「
御
新

丸
」
に
「
御
稽
古
場
」
を
創
設
し
た
の
が

始
ま
り
だ
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

御
新
丸
は
基
本
的
に
藩
主
の
世
子
の
邸
宅

で
あ
り
、
内
丸
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
武
芸

稽
古
に
通
う
も
の
に
対
し
て
身
分
の
制
限

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
８
代
藩
主
利
視

の
時
に
、
八
幡
宮
御
旅
所
の
社
前
に
あ
っ

た
「
御
用
屋
敷
」
に
御
稽
古
場
を
移
転
し

ま
す
。
町
人
街
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
足

軽
や
陪
臣
な
ど
身
分
に
制
限
な
く
通
う
こ

と
が
で
き
、
こ
の
時
代
に
盛
岡
藩
内
の
武

芸
は
盛
況
を
究
め
、
兵
学
、
剣
術
、
槍

術
、
弓
術
、
砲
術
、
長
刀
、
柔
術
な
ど
22

の
流
派
を
数
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

13
代
藩
主
利
済
の
時
に
つ
い
に
藩
校
に

「
明
義
堂
」
と
い
う
正
式
な
名
が
付
け
ら

れ
ま
す
。
明
義
に
は
「
義
、
す
な
わ
ち
道

理
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
御
稽
古
場
と
し
て
あ
く
ま
で
「
武
」

が
主
流
だ
っ
た
こ
れ
ま
で
と
は
違
い
、
文

武
両
道
を
目
的
と
す
る
明
確
な
方
針
を
利

済
は
打
ち
出
し
て
い
き
ま
す
。
利
済
は
朱

子
学
を
重
ん
じ
、
ま
た
武
芸
に
お
い
て
は

実
践
に
備
え
、
家
格
や
禄
高
な
ど
身
分
で

は
な
く
実
力
本
位
、
能
力
や
成
果
を
重
視

し
て
評
価
や
処
遇
を
決
め
る
よ
う
指
示
を

出
し
て
い
ま
す
。

　
藩
校
「
明
義
堂
」
は
15
代
藩
主
利
剛
の

時
代
に
「
作
人
館
」
と
名
前
を
改
め
ま

す
。
各
教
場
も
い
く
つ
か
変
遷
を
重
ね
ま

す
が
、
最
終
的
に
文
学
教
場
の
「
修
文

所
」
、
武
術
教
場
の
「
昭
武
所
」
、
そ
し

て
医
学
所
が
置
か
れ
、
藩
校
「
作
人
館
」

は
文
・
武
・
医
の
三
科
か
ら
成
る
総
合
学

園
と
し
て
よ
り
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
く

の
で
し
た
。

    

親
睦
会
（
記
念
祝
賀
会
）

親
睦
会
（
記
念
祝
賀
会
）

　
盛
岡
教
育
事
務
所
長
丸
橋
友
之
様
を

は
じ
め
６
名
の
ご
来

賓
を
お
迎
え
し
、
総

勢
125
人
が
参
加
、
旧

交
を
深
め
、
互
い
の

絆
を
確
か
め
る
有
意

義
な
会
と
な
り
ま
し

た
。

    

閉
会
行
事

閉
会
行
事
（
２
日
目
）

（
２
日
目
）

　
二
戸
地
区
会
長
清
川
泰
様
か
ら
次
期
開

催
地
挨
拶
が
あ
り
、
来
年
９
月
の
再
会
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

盛岡市先人記念館で記念写真盛岡市先人記念館で記念写真 大宮さんさ保存会の祝舞大宮さんさ保存会の祝舞

南部信直

見学研修見学研修（２日目）（２日目）

　２日目は、市内５施設に分か
れての自主研修でした。約70
人の参加者はそれぞれの施設で
学芸員の解説に耳を傾け、学び
を深めました。
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と
っ
て
「
津
波
を
侮
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
貴
重
な
記
憶
と
な
り
ま
し
た
。
あ

の
３
月
11
日
、
第
一
避
難
場
所
か
ら
見
た

川
底
が
見
え
る
ほ
ど
の
引
き
波
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
経
験
で
あ
り
、
地
震
の
規
模
か

ら
も
大
き
な
津
波
が
来
る
と
い
う
こ
と
を

予
想
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
「
近
く
の
山

へ
今
す
ぐ
避
難
」
と
い
う
こ
と
を
迷
う
こ

と
な
く
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
、
最
終
的
に
二
日
市
公
民
館

に
生
徒
職
員
全
員
で
避
難
し
ま
し
た
が
、

引
き
取
っ
て
い
た
だ
い
た
生
徒
は
僅
か
で

し
た
。
保
護
者
の
方
々
も
、
引
き
取
り
た

く
て
も
行
く
場
所
が
な
い
と
い
う
の
が
現

実
で
し
た
。
そ
の
晩
、
一
人
の
青
年
が
私

の
と
こ
ろ
に
連
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
家
で
待
機
し
て
い
た
ら
突
然
津
波
に
襲

わ
れ
、
母
親
と
共
に
流
さ
れ
た
。
母
親
が

こ
こ
に
避
難
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
よ
く
見
る
と
頭
か
ら
足
元

ま
で
ず
ぶ
濡
れ
で
す
。
母
親
を
探
す
と
と

も
に
、
近
隣
の
方
々
に
お
願
い
し
て
、
そ

の
青
年
の
着
替
え
を
準
備
し
、
し
ば
ら
く

２
階
の
物
置
で
休
ま
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

４
人
の
方
々
か
ら
人
工
透
析
の
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
翌
朝
、
幸
い
大
阪
ナ
ン

バ
ー
の
パ
ト
カ
ー
が
来
て
、
そ
の
要
望
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
翌
日
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
か
ら
２
日
目
の
朝
に
避
難
所
と

な
っ
た
長
部
小
へ
移
動
し
、
避
難
者
名
簿

　

あ
の
日
、
小
高
い
山

の
上
か
ら
、
一
面
海
と

化
し
た
陸
前
高
田
市
の

町
を
見
お
ろ
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
引
き
波
で
多
く

の
家
屋
や
人
ま
で
も
海
へ
と
引
き
ず
り
込

ん
で
い
っ
た
津
波
を
、
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
ず
見
お
ろ
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に

「
絶
望
」
を
感
じ
取
っ
た
瞬
間
で
、
今
思

い
出
し
て
も
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
こ
の
子

た
ち
は
、
こ
の
子
た
ち
の
家
族
は
、
気
仙

中
は
、
こ
の
町
は
…
…
ど
う
な
る
の
だ
ろ

う
と
。

　

私
が
陸
前
高
田
市
立
気
仙
中
学
校
に
赴

任
し
た
の
は
、
平
成
21
年
４
月
の
こ
と
で

し
た
。
東
日
本
大
震
災
ま
で
の
間
に
津
波

注
意
報
に
よ
る
避
難
を
２
回
（
い
ず
れ
も

気
仙
小
学
校
へ
）
、
チ
リ
地
震
に
よ
る
津

波
警
報
を
１
回
経
験
し
て
い
ま
す
。
特
に

も
チ
リ
地
震
に
よ
る
津
波
警
報
の
際
は
、

日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
教
育
委
員
会

に
11
時
間
ほ
ど
待
機
し
ま
し
た
。
こ
の
翌

朝
の
学
校
付
近
と
長
部
漁
港
の
様
子
を
見

て
歩
い
た
こ
と
や
、
後
日
気
仙
小
の
先
生

が
録
画
し
た
気
仙
川
を
上
る
津
波
の
映
像

を
見
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
私
に

わ
た
し
の

わ
た
し
の
33
・・
1111

の
作
成
や
班
づ
く
り
、
教
室
の
割
当
、
教

室
毎
の
代
表
者
を
決
め
、
幾
ら
か
ほ
っ
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
移
動
し
た
そ

の
日
は
、
私
た
ち
教
職
員
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
特
別
教
室
に
入
り
ま
し
た
が
、

毛
布
も
な
く
、
段
ボ
ー
ル
を
布
団
と
し
て

３
人
で
体
を
寄
せ
合
っ
て
眠
る
よ
う
努
力

し
ま
し
た
。
体
の
芯
か
ら
寒
く
な
り
、

一
睡
も
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
保
護
者

に
全
員
の
生
徒
を
返
す
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
10
日
目
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
一
度
生
徒
と
会
っ
て
も
、
職
業
柄
仕

事
に
戻
っ
て
い
く
保
護
者
も
お
り
、
そ
の

よ
う
な
生
徒
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
見

守
っ
て
い
く
と
い
う
暮
ら
し
ぶ
り
で
し

た
。

　

校
舎
は
違
え
ど
も
、
気
仙
中
が
そ
の
ま

ま
存
続
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
教

職
員
に
と
っ
て
も
生
徒
に
と
っ
て
も
こ
の

上
な
い
喜
び
で
し
た
。
生
徒
は
、
３
台
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
の
登
校
と
な

り
、
友
と
い
る
こ
と
で
徐
々
に
元
気
を
取

り
戻
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

４
月
、
教
室
の
壁
面
に
掲
げ
ら
れ
た

「
気
仙
中
で
皆
と
一
緒
に
勉
強
し
て
い
き

た
い
」
と
書
い
た
両
親
を
亡
く
し
た
生
徒

の
目
標
。
震
災
一
年
後
に
、
心
の
ケ
ア
の

た
め
に
作
文
を
書
く
機
会
を
も
ち
ま
し
た

が
、
病
気
で
欠
席
し
て
い
た
生
徒
が
家
族

と
避
難
す
る
際
、
悲
惨
な
状
況
を
目
の
当

た
り
に
し
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
作
文
の

中
で
初
め
て
吐
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
の
傷
を
負
っ
た
生
徒
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
が
、
多
く
の
方
々
の
優
し
さ
と
ご

支
援
で
力
強
く
気
仙
中
を
羽
ば
た
い
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

気
仙
川
の
す
ぐ
そ
ば
に
立
地
す
る
気
仙

町
は
、
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
園

児
、
児
童
、
生
徒
に
は
犠
牲
者
が
一
人
も

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
決
し
て
偶
然
そ
う

な
っ
た
と
は
、
私
は
捉
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
幼
い
頃
か
ら
の
津
波
に
対
す
る
行

政
、
地
域
、
家
庭
、
学
校
が
ま
さ
に
一
体

と
な
っ
た
教
育
の
賜
物
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
震
災
を
経
験
し
た

方
は
、
未
来
を
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち

へ
、
ぜ
ひ
ご
自
身
の
経
験
や
考
え
を
語
り

繋
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
教
育
が
果
た
す
役
割
は
決
し
て
小
さ

く
は
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、̶

O
N
E LIFE

̶

と
い
う
言

葉
を
特
に
も
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
け
が
え
の
な

い
「
一
度
き
り

の
人
生
を
大
切

に
」
そ
れ
と
同

時
に
、
「
私
た

ち
す
べ
て
は
ひ

と
つ
で
あ
る
」

と
い
え
る
よ
う

な
社
会
に
な
る

よ
う
に
。

　
紫
波
地
区
会

　
　
越　
　
　
恵
理
子

震災遺構として残された気仙中学校
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長
谷
川　
滋
氏
（
盛
岡
地
区
会
）

①　

健
康
で
生
活
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し

な
が
ら
、
体
力
の
あ
る
う
ち
に
、
い
ろ

い
ろ
な
お
菓
子
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
欧

州
各
国
を
旅
し
た
り
、
伝
統
的
な
ス

イ
ー
ツ
を
味
わ
っ
た
り
し
た
い
。

②　

父
親
、
母
親

③　

初
志
貫
徹

佐
々
木
カ
ツ
氏
（
盛
岡
地
区
会
）

①　

健
康
を
第
一
に
‼ 
何
事
に
も
考
え
や

行
動
を
実
行
し
た
い
。
出
来
る
か
、
ど

う
か
？

②　

ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン

・
日
本
女
性
の
幸
を
願
い
、
憲
法
草
案

の
作
成
に
携
わ
っ
た
。

　

藤
原
智
子　

・
映
画
「
ベ
ア
テ
の
贈
り
も
の
」
の
監

督
で
す
。

③　

こ
の
世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
不
幸

が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
不
幸
か
ら
、

よ
き
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
し
、
ま
た

生
み
出
し
得
る
人
は
賢
い
人
で
あ
る
。

小
川　
愛
子
氏
（
岩
手
地
区
会
）

①　

生
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
花
鳥
風
月

を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
立
し
た
日
常
を

長
と
し
て
、
「
世
代
を
つ
な
ぐ
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
で
、
地
域
に
笑
顔
と
健
康
の
輪

を
広
げ
た
い
。
」

②　

一
度
決
め
た
こ
と
は
最
後
ま
で
や
り

遂
げ
る
人

③　

最
大
の
名
誉
は
け
っ
し
て
倒
れ
な
い

こ
と
で
は
な
い

　

倒
れ
る
た
び
に
起
き
あ
が
る
こ
と
で

あ
る
（
孔
子
）

西
岡　
健
一
氏
（
和
賀
地
区
会
）

①　

孫
達
と
身
体
を
動
か
し
て
遊
べ
る
よ

う
健
康
・
体
力
維
持
を
め
ざ
し
日
々
の

軽
運
動
に
努
め
た
い
。

②　

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
助
言
い
た
だ
い

た
諸
先
輩
方

③　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
出
発
点

及
川　

功
一
氏
（
胆
江
地
区
会
）

①　

今
年
で
年
男
は
７
回
目
。
「
午
年
」

生
ま
れ
は
足
が
速
い
と
聞
い
た
が
何
故

か
私
は
…
。
速
い
と
言
え
ば
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
だ
。
そ
の
走
り
の
極
意
を
見
極

め
自
分
の
今
後
の
走
り
の
参
考
に
す

る
。
そ
う
、
私
の
夢
は
、
初
体
験
の
競

馬
観
戦
で
あ
る
。

②　

両
親

③

all for one

。 one for all

。

佐
藤　
　
尚
氏
（
胆
江
地
区
会
）

①

ス
ポ
少
活
動
や
稽
古
を
通
し　

子
ど

も
た
ち
や
仲
間
と
接
し
心
も
体
も
健
康

維
持
に
努
め
る
。

②

自
分
の
肩
書
き
や
地
位
に
お
ご
ら
ず

他
人
を
敬
い
控
え
め
な
態
度
を
取
れ
る

人
③

大
切
な
の
は
「
何
年
生
き
た
か
」
よ

り
も
「
何
を
し
て
生
き
た
か
」

千
葉　
和
行
氏
（
一
関
西
地
区
会
）

①

勤
務
し
た
学
校
、
お
世
話
に
な
っ
た

過
ご
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

②　

明
治
生
ま
れ
の
亡
き
母
二
人

　

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
た
強
靭
な

精
神
力
は
私
の
鏡
で
す
。

③　

「
人
の
お
世
話
に
な
ら
ぬ
よ
う
人
の

お
世
話
す
る
よ
う
そ
し
て
む
く
い
を

も
と
め
ぬ
よ
う
」

　
　
　

後
藤
新
平
の
自
治
三
訣

工
藤　
哲
男
氏
（
岩
手
地
区
会
）

①　

今
年
も
う
た
好
き
の
仲
間
と
一
緒
に

楽
し
く
歌
っ
て
い
き
た
い
。

②　

故
山
本
精
一
先
生

　
　

遠
野
小
学
校
２
・
３
年
の
恩
師

　

啄
木
が
日
本
一
の
代
用
教
員
な
ら

ば
、
私
は
県
一
の
代
用
教
員
に
な
る

と
、
努
力
さ
れ
た
す
が
た
は
忘
れ
な

い
。

③　

苦
し
み
な
く
し
て
得
ら
れ
る
貴
重
な

も
の
は
、
何
一
つ
な
い

　
　

ロ
マ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン

大
山　
泰
枝
氏
（
紫
波
地
区
会
）

①　

退
職
後
に
着
物
リ
メ
イ
ク
と
演
劇
を

始
め
た
。
今
年
は
、
あ
と
10
年
現
役
で

い
る
た
め
の
趣
味
・
仕
事
を　

も
う
一

つ
始
め
る
。

②　

徳
川
光
圀
（
故
郷
の
偉
人
）

③　

ど
っ
ち
に
転
ん
で
も
「
し
め
た
」

熊
谷　
勇
夫
氏
（
花
巻
地
区
会
）

①　

ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
東
北
を
普

通
列
車
で
一
人
旅
す
る
こ
と
。

②　

中
学
時
代
の
部
活
動
顧
問
の
先
生
。

自
分
が
教
職
の
道
に
進
む
き
っ
か
け
と

な
り
、
教
職
に
就
い
た
後
も
親
身
に

な
っ
て
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

③　

や
ら
ぬ
後
悔
よ
り
や
る
後
悔

菊
池　
福
盛
氏
（
遠
野
地
区
会
）

①　

遠
野
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
事
務
局

関
係
者
を
軸
に
趣
味
の
鳥
類
研
究
、
投

稿
、
自
動
車
再
生
等
加
え
て
自
分
な
り

に
ま
と
め
た
い
。
（
非
売
品
）

②

ポ
ー
ル
・
ラ
ン
グ
ラ
ン

　
　

（
生
涯
学
習
社
会
の
提
唱
者
）

③

温　

故　

知　

新

伊
藤　
一
志
氏
（
一
関
東
地
区
会
）

①

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
で
、
限

界
集
落
化
し
つ
つ
あ
る
自
治
区
を
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
能
力
を
上
げ
、
活
力
の
あ

る
以
前
の
よ
う
な
自
治
区
に
し
た
い
。

②

柔
道
の
創
始
者
で
教
育
者
で
も
あ
る

　
　
　

嘉
納
治
五
郎

③

遂
げ
ず
ば
や
ま
じ

伊
藤　
英
子
氏
（
気
仙
地
区
会
）

①　

一
日
十
笑
（
声
に
出
し
て
）
、
百
吸

（
深
呼
吸
）

　

千
字
（
読
む
・
書
く
）
、
万
歩
（
体

を
動
か
す
）

　
　

×か
け
る

７
割
で
、
心
穏
や
か
体
健
や
か
に

②　

大
村　

は
ま

③　

こ
と
ば
が　

心　

を
つ
く
る

大
森　
榮
子
氏
（
宮
古
地
区
会
）

①

健
康
維
持
に
努
め
、
毎
日
、
テ
レ
ビ

体
操
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
家
庭
菜
園
な

ど
を
す
る
。
ま
た
、
趣
味
活
動
（
大
正

琴
、
オ
カ
リ
ナ
、
書
道
）
な
ど
に
励
む
。

②

宮
澤　

賢
治

③　

千
里
の
道
も
一
歩
か
ら

阿
部　
俊
夫
氏
（
九
戸
地
区
会
）

①　

星
空
観
察
を
し
な
が
ら
の
天
文
教
育

の
普
及
と
地
区
会
活
動
の
充
実
に
引
き

続
き
努
め
る
。
さ
ら
に
、
ば
ら
園
作
り

や
音
楽
鑑
賞
な
ど
を
楽
し
む
。

②　

ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ

　
　

ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

③　

継
続
は
力
な
り　

知
る
を
楽
し
む

①今年の夢・希望
②尊敬する人物
③座右の銘
人選は各地区会に
一任しました。

午
年
生
ま
れ

　
昭
和
5
年
、
昭
和
17
年
、
昭
和
29
年

午年生まれ午年生まれ
の方々のの方々の夢夢夢




